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議案第１号 

令和８年産に向けた対応の基本的考え方（案） 

 

１．令和７年産米の動向 

（１）令和７年産水田における作付動向（令和 7 年 9 月 15 日現在・農水省発表） 

① 主食用米・備蓄米及び戦略作物等の年産別作付状況 

 

② 県別状況（東日本） 
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③ 福島県の市町村別作付け状況（東北農政局発表） 

 

 

※ 福島県の主食用米作付面積は、米価高騰に伴う非主食用米（特に飼料用米）からの作付

転換により、前年産（＝生産数量の目安（面積））比 10,500ha 増の 67,000ha となった。 
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（２）作柄概況等（12/12 農水省発表） 
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（３）令和７年産米相対取引価格（令和７年１１月・農水省発表） 

 

（単位：円／玄米60㎏税込、玄米トン）

価格 数量 7年産米 6年産米

産地 品種銘柄 7年産米 7年産米 出回り～ 出回り～

(7年11月） (7年11月） 7年11月 7年10月
対前月比 対前年比

① ② ③ ④ ③/④ ⑤ ①/⑤ ⑥ ①/⑥

北海道 ななつぼし 34,761 10,709 35,812 27,035 132% 36,416 95% 25,862 134%

北海道 ゆめぴりか 36,147 5,530 37,062 28,034 132% 37,708 96% 27,485 132%

青森 まっしぐら 36,777 15,848 36,832 26,297 140% 36,885 100% 25,953 142%

岩手 ひとめぼれ 36,604 1,554 37,185 24,101 154% 37,255 98% 20,858 175%

宮城 ひとめぼれ 36,887 39,411 37,394 24,315 154% 38,129 97% 22,026 167%

秋田 あきたこまち 38,903 10,460 38,994 24,806 157% 39,126 99% 22,563 172%

山形 はえぬき 35,853 20,050 36,049 25,804 140% 36,364 99% 24,846 144%

山形 つや姫 39,842 5,517 40,054 28,137 142% 40,159 99% 27,738 144%

山形 雪若丸 37,368 3,699 37,371 26,676 140% 37,317 100% 25,772 145%

福島 コシヒカリ（中通り） 37,639 14,857 37,286 27,013 138% 36,421 103% 25,912 145%

福島 コシヒカリ（会津） 38,859 6,322 38,840 26,437 147% 38,786 100% 26,972 144%

福島 コシヒカリ（浜通り） 37,568 488 36,965 26,069 142% 36,275 104% 25,260 149%

福島 天のつぶ 35,825 13,773 35,782 24,772 144% 35,740 100% 24,329 147%

福島 ひとめぼれ 37,081 8,336 36,792 26,343 140% 36,471 102% 25,278 147%

茨城 コシヒカリ 37,477 4,702 37,845 28,223 134% 38,094 98% 28,467 132%

栃木 コシヒカリ 35,910 6,047 37,434 25,295 148% 38,129 94% 25,622 140%

千葉 コシヒカリ 36,841 781 36,939 24,169 153% 36,880 100% 23,262 158%

新潟 コシヒカリ（一般） 39,476 19,008 39,123 25,636 153% 39,280 100% 21,680 182%

新潟 コシヒカリ（魚沼） 43,098 1,058 42,286 26,517 159% 42,049 102% 26,006 166%

新潟 コシヒカリ（佐渡） 39,277 294 39,702 25,253 157% 40,021 98% 21,281 185%

新潟 コシヒカリ（岩船） 40,893 542 39,270 25,140 156% 39,056 105% 21,794 188%

富山 コシヒカリ 37,134 256 36,536 26,635 137% 36,625 101% 23,215 160%

石川 コシヒカリ 36,945 730 35,993 21,948 164% 35,566 104% 23,683 156%

福井 コシヒカリ 34,648 260 32,934 21,494 153% 35,449 98% 21,557 161%

36,493 246,221 36,803 25,179 146% 37,058 98% 23,961 152%全銘柄平均価格、合計数量

対前年比
7年産米

（7年10月)
6年産米

(6年11月)

年産平均価格

価格

参　考
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２．令和７/８年及び令和８/９年の需給見通し（10 月 31 日食糧部会） 
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【参考資料】10 月 31 日食糧部会「米の需給及び価格の安定に関する基本指針（巻末）」 

 

上記より、令和７/８年の福島県の需要量を試算すると 

全体需要量 711 万㌧（政府発表）×シェア 4.646%≒330,343 玄米㌧（※１） 

福島県のシェアは 
331,133÷7,127,000 

≒4.646% 
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３．令和８年産の取組にあたっての考え方（案） 

 

(1)米を巡る情勢を踏まえた論点整理 

① 「食料・農業・農村基本計画（令和７年４月）」によれば 

第３「食料自給率その他の食料安全保障の確保に関する目標」 

 ２「目標並びに食料、農業及び農村に関する施策のＫＰＩ一覧」 

  別表「品目毎の国内消費仕向量、生産量、輸出量、単収、作付面積（下表）」 

 

目標年度 2030 年には 818 万㌧（うち輸出 39.6 万㌧）とある。これは主食用米を

含む米生産量を維持しつつ海外輸出マーケット拡大を目指していると解釈できる。 

② 新たな機動的かつ柔軟な備蓄米制度の再構築（現在政府が制度設計の詳細検討中） 

☞100 万㌧程度水準の維持（備蓄期間３年・うち民間備蓄 20 万㌧併用） 

☞当面Ｒ８年産備蓄米買入 21 万㌧が表明された。（買入要綱等詳細は未発表） 

☞福島の県域優先枠 31,606 ㌧はＲ８年産備蓄米買入において維持されると想定 

☞鈴木新農水大臣会見によれば「需給安定化」のため、備蓄米を活用し主食用米が

「足りない場合は放出」「充足の場合買入無し」等、機動的かつ柔軟な運用を想定 

☞放出された備蓄米の買戻し（入札分 31 万㌧）や買入（随契分 28 万㌧）は、今後 

の需給情勢等を見定めたうえで実施するとの政府見解発表。これは需給緩和時の 

販売先確保として活用（主食用米を備蓄米として販売）可能と解釈できる。 

☞なお、備蓄米に取組む意向の生産者（結びつき有り）を否定するものでない。 

③ 民間流通在庫水準の解釈（10/31 食糧部会での需給見通し） 

☞令和８年 6 月末民間流通在庫は、215 万㌧～229 万㌧と発表された。 

☞これまで適正在庫水準とされてきた、180 万㌧～200 万㌧からすれば過剰状態 

☞新たな備蓄米制度設計が現在検討中であるが、民間備蓄 20 万㌧がこの在庫数の 

内数となれば、バッファを含めほぼ適正在庫水準とも見て取れる。 

④ 生産基盤の状況（高齢化や担い手減少等構造的課題の観点から） 

☞稲作農家の個別経営体の平均年齢は約 70 歳と高齢化が進行し、5 年後後継者が 

確保できない割合が約 70%と、現状の生産基盤の維持すら危ぶまれている。 

 ☞法人経営体への農地集約が進むと想定されるものの、区画未整備地区や農地散在 

地区などの条件不利地域は取り残される可能性が大きい。 

☞よって、米の生産量を維持するため現状の生産面積の維持は必須条件である。   
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⑤ 主食用米と非主食用米の価格差ある中での生産者に対する推進の難しさ 

☞米の制度別・用途別生産者手取り(10a 当たり)試算（別紙参照） 

☞法人経営化（大規模化）の進行により、主食用米と非主食用米の価格差が経営に 

及ぼす影響は大きい。そのような状況下において非主食用米や戦略作物への転換 

の推進は現実的でない。 

☞需給状況並びに米価が一定程度落着いた時点で状況を見極め、生産者所得確保の 

観点から、政府が提唱する「新たな備蓄米制度」に準拠した需給調整に取組む。 

⑥ 非主食用米（加工用米・新規需要米）及び戦略作物（麦・大豆等）は需要に応じた

生産を徹底する。（結びつき有りが前提） 

 

(2)制度別・用途別作付け計画の考え方（上記論点整理を踏まえ） 

 

① 主食用米（令和７年産作付と同水準を維持） 

☞「福島県産米需要量（R7.7～R8.6）」330,343 玄米㌧（シェア試算）（※１） 

☞「福島県７年産主食用米生産見込量（1.7 ㎜篩目ﾍﾞｰｽ・10/25 現在）」  

381,900 玄米㌧（作況単収指数 102）（※２） 

☞「福島県８年産主食用米生産見込量」は 

平年作補正・篩下米（生産者使用篩目と 1.7 ㎜間）の 1/3 が主食用米で試算 

  381,900 ㌧×(100/102)－（381,900-371,200）×2/3≒367,000 ㌧（※３） 

（注）通常ふるい下米は「特定米穀」として主に加工用途に販売されるが、 

一部主食用米として流通する部分を見込む。 

☞「過剰作付け見込量」は、（※３）－（※１）≒36,657 ㌧（※４） 

② 備蓄米（優先枠を積極的に活用） 

☞国の動向を注視する必要はあるが、本県の優先枠を確保する必要があるため、 

 過剰作付推定量 36,657 玄米㌧の内数で優先枠 31,606 玄米㌧（※５）を積極的に 

活用する。 

☞入札備蓄米の買戻し見込量 5,000 ㌧（※６） 

☞よって、備蓄米活用計（※５）＋（※６）＝36,606 ㌧≒36,657 ㌧（※４） 

③ 加工用米（需要に応じた生産・結びつき有りが前提、微増↗） 

☞令和７年産生産見込数量 5,000 玄米㌧（946ha） 

☞主な用途⇒酒造用掛米・味噌醤油原材料・加工米飯他（需要＞供給） 

☞令和８年産生産目標 8,000 玄米㌧（1,500ha）（多収品種ﾍﾞｰｽ）（県方針勘案） 

④ 飼料用米（需要に応じた生産・結びつき有りが前提、減少↘） 

☞令和７年産生産見込数量 7,500 玄米㌧（1,440ha） 

☞主な用途⇒配合飼料他（固定需要有るもののトウモロコシ回帰が進んでいる） 

☞令和８年産生産目標 3,000 玄米㌧（500ha）（専用品種ﾍﾞｰｽ）（需要勘案） 

⑤ 輸出用米（需要に応じた生産・結びつき有りが前提、微増↗） 

☞令和７年産生産見込数量 560 玄米㌧（98ha） 
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☞主な用途⇒精米・パックご飯他（需要＞供給）（政府の輸出用米拡大方針有り） 

☞令和８年産生産目標 900 玄米㌧（150ha）（多収品種ﾍﾞｰｽ）（需要勘案） 

⑥ 米粉用米（需要に応じた生産・結びつき有りが前提、微増↗） 

☞令和７年産生産見込数量 110 玄米㌧（20ha） 

☞主な用途⇒米粉パン・麺類（需要＞供給） 

☞令和８年産生産目標 200 玄米㌧（30ha）（専用多収品種ﾍﾞｰｽ）（需要勘案） 

⑦ 飼料用作物（ＷＣＳ）（需要に応じた生産・結びつき有りが前提、微増↗） 

☞令和７年産生産見込数量 17,000 生草重㌧（865ha） 

☞主な用途⇒これまでの固定需要に加え復興農場関係需要増 

☞令和８年産生産目標 23,000 生草重㌧（1,200ha）（県方針勘案） 

⑧ 麦（需要に応じた生産・結びつき有りが前提、微増↗） 

☞令和７年産生産見込数量 1,100 ㌧（367ha） 

☞主な用途⇒パン・麺類（需要＞供給）（ただし高品質のもの） 

☞令和８年産生産目標 1,400 ㌧（489ha）（県方針勘案） 

⑨ 大豆（需要に応じた生産・結びつき有りが前提、微増↗） 

☞令和７年産生産見込数量 1,228 ㌧（850ha） 

☞主な用途⇒豆腐・納豆・味噌・醤油（需要＞供給）（ただし高品質のもの） 

☞令和８年産生産目標 1,800 ㌧（1,232ha）（県方針勘案） 

 

(3)制度別・用途別作付け計画表（案） 
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＜その他戦略作物作付計画＞（案）
単位：ha

８年産計画

計画 実績 (試算値) 計画比 実績比

① ② ③ ③－① ③－②

368 367 489 121 122

1,013 804 1,232 219 428

1,525 1,523 1,700 175 177

1,155 1,297 1,100 ▲ 55 ▲ 197

86 103 87 1 ▲ 16

5 2 5 0 3

826 808 892 66 84

4,978 4,904 5,505 527 601

水田面積(a+b) 76,178 75,292 75,885 ▲ 293 593

高収益作物 70 35 70 0 35

その他作物 130 75 130 0 55

計 c 200 110 200 0 90

水田面積(a+b+c) 76,378 75,402 76,085 ▲ 293 683

地力増進作物

高収益作物

計 b

畑
地
化

項 目

麦

大　　豆

飼料作物

そ　　ば

なたね

年 産 ７年産 前年比較
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【別紙】 

 
 

【取扱注意】 上記は米価高騰等の混乱が落ち着いた状況を想定し試算したものであり、 

生産者の所得を保証するものではない。 

所得
73 所得 所得 所得

69 所得 67 75
67 + +

所得 α α
27

経費 経費 経費
138 138 138

所得 所得
15 14

経費 経費 + +
経費 129 121 α α
138

経費 経費
77 75

74,700

5,000

10,500 20,100

（単位：円）

注記

75,000（事業有）
55,000（事業無）

14,875 14,410
⑥-⑦

今後の米価変動により増減する可能性有り 主食用米との価格差考慮 R7販売価格考慮

66,700

情勢勘案

26,700 67,000(複数年)

（全算入生産費）

所得
⑧ 73,200 68,700

196,000（事業有）
176,000（事業無）

91,975 89,110
①+②+③+④+⑤

経費
⑦ 138,300（全国個別経営体R6産統計値+物価変動5%加算） 129,000 121,000

205,000 165,000 196,000（複数年）
収入計

⑥ 211,500 207,000

77,100

産地交付金
（地域設定）

⑤ - +α（地域再生協議会方針による）

産地交付金
（県設定）

④ - 16,000(複数年) 16,000 5,000

戦略作物助成
ほか（国）

③ - 20,000
40,000（事業有）
20,000(事業無)

35,000 35,000

畑作物直接支払
交付金

（ゲタ対策）

② - 41,475 29,010

165,000 160,000 140,000
販売収入
（品代）

① 211,500 207,000 205,000

350㎏（目標） 180㎏（目標）
（60㎏玄米・俵/10a）

単収
9 9 10（多収） 10（多収） 10（多収） 10（多収）

大豆

労働時間
22 5 6

（時間/10a）

主食用米
備蓄米 加工用米

新規需要米 戦略作物

コシヒカリ ひとめぼれ 天のつぶ 輸出用米 小麦

⑥ 92+α ⑥

①
販
売
収
入

（
品
代

）

10

165 160

20

89+α

+α +α

41
29

5

35
5

35

20

⑥ 165 20 20事

+α

③
戦
略
作
物
助
成

（
国

）

205

205

207

+α

16複

⑥ 196+α ⑥ 196+α
212

⑥ 207

212

⑥

140

②
畑
作
物
直
接
支
払

交
付
金

（
ゲ
タ
対
策

）

⑤
産
地
交
付
金

（
地
域
設
定

）

④
産
地
交
付
金

（
県
設
定

）

（単位：千円／10a）

⑥

16

【参考】　令和８年度の福島県水田における作付品目別生産者所得試算
（10a当たりのイメージ）



13 
 

【参考資料：生産者手取り試算に使用した生産コストに関する統計資料等】
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【農水省：R7 経営所得安定対策等資料より】 
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４．令和８年産主食用米生産目安配分の考え方（案） 

 

(1)県全体の目安算定のポイント 

① 「米穀の需給及び価格の安定に関する基本方針（10/31 食糧部会）」への準拠 

☞ 「食料・農業・農村基本計画⇒2030 年米生産 KPI 目標 818 万㌧（現状 791 万㌧）」 

  制度別・生産性向上を含め「需要に応じた米生産の維持拡大」と解釈可能 

☞ R8 産米需要量 711 万㌧のうち本県産米需要量（シェア）を算定 ⇒ 330,343 ㌧ 

② 米を巡る情勢を踏まえた取組にあたっての論点整理（前述 3.(1)） 

☞ 政府より R8 年産備蓄米買入が表明されたものの「令和の米騒動」を起因とした 

市場混乱や米価高により価格水準が不透明で生産者所得算定が困難である。 

ただし、県域優先枠としては前年産スライドで 31,606 ㌧を維持している。  

☞ 政府による新たな備蓄米制度（民間備蓄含む）の構築が現時点で検討中である。 

☞ これまで福島県産米の需給調整の柱であった「飼料用米」は、交付金水準見直等 

により生産者所得確保の観点から取組自体が困難になっている。 

③ 制度別・用途別作付けの考え方（前述 3.(2)） 

☞ 全水稲作付面積は令和 7 年産実績水準（70,380ha）を維持する。（政府 KPI より） 

☞ 政府方針に準拠し飼料用米を除く非主食用米等は取組拡大する。 

☞ 備蓄米は現時点で不透明な要素が多く、生産者結び付きを前提とした取組を否定 

するものでは無いが、県域優先枠を最大限に活用するためやむを得ず主食用米と 

して作付するものの、状況を見極めながら入札資格者（集荷団体等）を通して、 

政府へ販売する。 

↓ 

上記より令和 8年産主食用米生産目安は 67,000ha（備蓄米販売見込 6,300ha 含）とする。 

 

(2)地域農業再生協議会別目安設定のポイント 

① 主食用米生産目安は「令和 7 年産実績」を基準とするが、米価下落基調の状況下に

おいて備蓄米の政府への売渡が有利販売となる可能性があることから、生産者所得

確保の観点で、備蓄米県域優先枠 31,606 ㌧を最大限活用するため、備蓄米取組見込

面積 6,300ha を、取組継続分「Ｒ６備蓄米実績割」、需給調整分「Ｒ７目安超過割」

の合計面積を市町村に対し「Ｒ８主食用生産目安」の内数で配分する。 

② なお、備蓄米買入入札参加資格を有する「県内集荷業者や法人」への当該米穀の集荷

が要件となることから、管内生産者への地域再生協議会から周知をお願いしたい。 

（注）当該米穀は、「作付段階から備蓄米（結びつき有り）」「主食用として作付し 

備蓄米として販売（結びつき無し）」の２パターンを想定している。 

③ また、被災地留保分（対象 12 市町村における営農再開見込面積）を対象 12 市町村

を除く 46 市町村に「令和 7 年産作付超過面積案分」で減算配分する。 

↓ 

上記より各地域再生協議会別目安面積を ①＋③（別紙明細参照） としたい。 
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（３）地域農業再生協議会別主食用米生産数量の目安（面積）一覧（案）
(単位：ha）

目安面積 作付面積 目安差 被災地留保調整 目安面積 ７年産実績差

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ－Ａ Ｄ（注１） ６年産実績割 ７年産目安超過割 計（注２） Ｅ＝Ｂ+Ｄ Ｆ＝Ｅ-Ｂ
福島市 1,302 1,550 248 ▲ 8 41 50 91 1,542 ▲ 8
川俣町 127 216 89 18 18 216 0
伊達市 818 966 148 ▲ 5 17 30 47 961 ▲ 5
桑折町 267 337 70 ▲ 2 8 14 22 335 ▲ 2
国見町 295 358 63 ▲ 2 14 13 27 356 ▲ 2
二本松市 1,612 1,773 161 ▲ 5 3 32 35 1,768 ▲ 5
本宮市 989 1,175 186 ▲ 6 63 37 100 1,169 ▲ 6
大玉村 805 858 53 ▲ 2 17 11 28 856 ▲ 2
相馬市 1,343 1,776 433 ▲ 14 55 87 142 1,762 ▲ 14
南相馬市 1,305 2,919 1,614 95 325 420 2,919 0
新地町 409 586 177 ▲ 6 72 36 108 580 ▲ 6
飯舘村 79 103 24 6 5 11 103 0
郡山市 6,755 7,764 1,009 ▲ 33 408 203 611 7,731 ▲ 33
田村市 1,218 1,343 125 38 25 63 1,343 0
三春町 281 306 25 ▲ 1 1 5 6 305 ▲ 1
小野町 391 428 37 ▲ 1 14 7 21 427 ▲ 1
いわき市 3,342 3,862 520 ▲ 17 43 105 148 3,845 ▲ 17
広野町 115 181 66 32 13 45 181 0
楢葉町 130 261 131 38 26 64 261 0
富岡町 86 143 57 23 11 34 143 0
川内村 84 125 41 8 8 125 0
大熊町 20 23 3 1 1 2 23 0
双葉町 20 2 ▲ 18 2 0
浪江町 194 314 120 26 24 50 314 0
葛尾村 26 36 10 2 2 36 0
須賀川市 3,856 4,478 622 ▲ 20 90 125 215 4,458 ▲ 20
鏡石町 719 819 100 ▲ 3 20 20 40 816 ▲ 3
天栄村 741 851 110 ▲ 4 18 22 40 847 ▲ 4
石川町 640 695 55 ▲ 2 8 11 19 693 ▲ 2
玉川村 222 240 18 ▲ 1 2 4 6 239 ▲ 1
平田村 369 482 113 ▲ 4 59 23 82 478 ▲ 4
浅川町 393 498 105 ▲ 3 21 21 495 ▲ 3
古殿町 185 231 46 ▲ 1 2 9 11 230 ▲ 1
白河市 3,016 3,400 384 ▲ 12 41 77 118 3,388 ▲ 12
西郷村 714 826 112 ▲ 4 6 23 29 822 ▲ 4
泉崎村 569 659 90 ▲ 3 27 18 45 656 ▲ 3
中島村 453 523 70 ▲ 2 5 14 19 521 ▲ 2
矢吹町 1,163 1,285 122 ▲ 4 17 25 42 1,281 ▲ 4
棚倉町 749 923 174 ▲ 6 12 35 47 917 ▲ 6
塙町 421 467 46 ▲ 1 9 9 466 ▲ 1
矢祭町 260 323 63 ▲ 2 13 13 321 ▲ 2
鮫川村 199 251 52 ▲ 2 10 10 249 ▲ 2
会津若松市 3,811 4,791 980 ▲ 32 729 197 926 4,759 ▲ 32
磐梯町 291 389 98 ▲ 3 61 20 81 386 ▲ 3
猪苗代町 1,475 2,161 686 ▲ 22 581 138 719 2,139 ▲ 22
喜多方市 4,548 5,300 752 ▲ 24 339 151 490 5,276 ▲ 24
北塩原村 178 191 13 0 13 3 16 191 0
西会津町 517 539 22 ▲ 1 11 4 15 538 ▲ 1
会津坂下町 2,199 2,588 389 ▲ 13 264 78 342 2,575 ▲ 13
湯川村 669 952 283 ▲ 9 260 57 317 943 ▲ 9
柳津町 246 265 19 ▲ 1 17 4 21 264 ▲ 1
三島町 33 37 4 0 2 1 3 37 0
金山町 100 100 0 0 0 0 100 0
昭和村 132 145 13 0 3 3 145 0
会津美里町 2,335 2,756 421 ▲ 14 301 85 386 2,742 ▲ 14
下郷町 309 324 15 0 3 3 324 0
只見町 321 373 52 ▲ 2 29 10 39 371 ▲ 2
南会津町 835 934 99 ▲ 3 50 20 70 931 ▲ 3
小　　計 56,000 67,000 11,000 ▲ 300 3,979 2,321 6,300 66,700 ▲ 300

被災地留保分 500 ▲ 500 300 300
福島県計 56,500 67,000 10,500 ▲ 300 3,979 2,321 6,300 67,000 0

注１ ⇒ 被災12市町村における営農再開見込300haを当該12市町村を除く46市町村にR7年産米の目安超過面積毎に案分した値
注２ ⇒

⇒ 部分は「被災地留保配に係る被災12市町村」「備蓄米販売見込みに係る配分無し」を示す。

市町村名
令和７年産米 令和８年産米

備蓄米（Ｅの内数配分）

備蓄米販売見込み（面積換算6,300ha・買戻見込分約500ha含む）の各市町村への配分は、取組継続性の「Ｒ６実績割」と需給調整の「Ｒ７年産目安超過割」の合計面
積として「Ｒ８年産目安面積の内数」で仮配分する。なお、「備蓄米買入入札参加資格を有する県内集荷団体（業者）もしくは生産法人等への集荷が前提」となるこ
とから、該当する地域再生協議会から管内生産者への周知をお願いする。


